
（別紙３）

～ 7年　2月29日

（対象者数） 20人 （回答者数） 18人

～ 7年　2月28日

（対象者数） 6名 （回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・富成地区の環境を生かし、お花見、ウォークラリー、マラ

ソン、虫取り、雪遊びなど、季節に応じた活動を取り入れて

いきたい。

・季節に応じた野菜を育て、収穫したものをばんかた市で販

売したり、調理して食べる活動を取り入れ、食育につなげて

いきたい。

2

・それぞれの利用児の状況に応じて、能力に適した課題を設

定し、本人に必要なコミュニケーション手段を提供できるよ

うにしていきたい。

3

・保護者が子どものライフステージを考え、子ども自身が将

来の夢に向かって必要な支援を受けられるようにしていきた

い。

・保護者や兄弟が参加できる機会を作り、家族支援や兄弟支

援に繋げていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・風通しのよい話しやすい環境を作る。

・特性の理解や対応法についてアドバイスをしたり、内部研

修を定期的に行う。

・チーム全体での支援体制を整え、できない事や困っている

時にはお互いカバーをする。

2

・内部研修、ケース検討会などを行い、子ども人一人の特性

を理解して対応できるようにする。

・研修計画を立て、職員一人一人のスキルに合わせた研修等

に参加できるようにする。

3

・自宅への送迎に対応するとなると、職員の増員、確保が必

要である。

・施設内にホール、園庭、プール等があり、環境に恵まれて

いる。また、隣接する旧小学校の体育館や校庭を利用できる

ため、様々な活動を提供できる。

・園舎の向かいに交流館があり、街づくり振興会の活動に参

加することで地域との交流が図れている。

・集団活動、体操（ダンス）、トレーニングなどを日々の活

動に取り入れている。法人内の事業所と合同でレクリエー

ションや運動会を行い、交流の機会を作っている。

・芋植えや花植えなどの農業体験や、ばんかた市での買い物

活動など、様々な経験の機会がある。

・年齢や特性に応じてクラス分けを行い、それぞれに適した

活動や支援を行っている。

・教室の構造化や視覚支援を行い、子どもたちが安心して過

ごせる環境を整えている。

・年齢に応じてクラス分けを行うことで、それぞれの利用児

に対し、身辺自立に向けた支援、個別の能力に応じた支援、

将来の自立に向けた支援を提供できる。

・構造化を行うことで、「どこで何をするのか」を明確に

し、分かりやすくしている。また、スケジュールや手順書、

コミュニケーションカードを活用することで、先々の見通し

を立てやすくし、円滑なコミュニケーションがとれる環境を

整えている。

・将来の自立に向けて、必要なスキルを身につけられるよ

う、段階に応じた支援を取り入れている。

・親子行事や就労施設等の見学を取り入れ、利用児、保護

者、職員が交流を図る機会を作っている。

・働くために必要な技術的スキル、社会性、コミュニケー

ションの取り方、人間関係などを考慮した支援を心がけてい

る。

・保護者が行事や活動に参加する機会を設けることで、子ど

もの成長を確認し、親子関係を築く機会となる。また、将来

の就労先を見学することで、選択肢が広がる。

・帰りは中央交流館までで自宅への送迎を行っていない為、

保護者の送迎の負担がある。

・保護者の負担は大きいが、園までお迎えに来てもらえるこ

とで、子どもの活動した様子や相談事にすぐ対応できるので

ありがたい。

・自宅までの送迎を希望する要望があれば、今後対応を検討

していきたい。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・新しい職員が入っても直ぐに辞めてしまい、職員が不足し

た状況が続いてる。

・資格があっても、障害のあるお子さんと初めて関わるた

め、子どもの対応が難しく自信を無くして辞めてしまうと考

えられる。

・子どもの対応が難しいときや職員同士の関係の悩みなど、

相談できずに一人で抱えてしまい一杯いっぱいになってしま

い退職に繋がってしまうと考えられる。

・職員の質の向上及び専門的な支援を取り入れる。

・個々それぞれに寄り添った支援を行う。

・職員のスキルを高めるため、研修や学習する機会を作りた

いが、職員配置がぎりぎりのためなかなか外部研修に参加で

きない。

・子ども一人一人の特性に対してどのように対応するか話し

合いが十分にされていない。

7年　2月　9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
3月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 伊達市にじいろ園

○保護者評価実施期間
7年　2月　9日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


